
金
滞
古
政
志
巻

廿
九

村
名
を
も
問
弁
村
と
は
裕
し
た
る
な
ら
ん
。
符
図
の
邑
名
を
考
ふ
る

に
、
棲
井
村
民
機
井
と
い
ふ
古
井
あ
り
。
松
井
村
陀
は
松
井
と
呼
べ

る
古
池
あ
り
。
モ
の
外
井
池
に
よ
り
て
地
名
と
成
れ
る
多
し
。
殊
民

間
井
村
の
地
に
は・

彼
の
阿
開
閉
陀
部
水
・け
か
ち
清
水
な
ど
の
怨
泉

も
多
く
、
い
に
し
へ
よ
り
名
高
宮
間
井
ど
も
あ
り
し
ゅ
ゑ
K
・
邑
名

を
ば
開
封
村
と
呼
び
来
れ
る
に
や
と
い
ふ
古
仰
訟
の
あ
る
も
、
さ
も

あ
る
友
る
べ
く
去
ぼ
ゅ
。
故
K
今
先
達
の
盗
殺
共

E
も
引
設
し
て
、

邑
名
の
来
阪
と
は
注
し
ぬ
。
何
径
の
革
路
銀
民
問
弁
を
治
る
と
て
。

背

蛙

的

平

水

聞

の

ふ
か
み
ど
り

何

E芸

。
国
井
の
芹
周

問
弁
村
は
・
A
U
は
芹
岡
あ
り
て
、
問
弁
の
芹
と
稿
し
・
此
の
村
の
名

産
と
せ
し
か
ど
、
今
は
悉
〈
耕
悶
と
な
し
、
芹
聞
は
絶
え
た
り
け
ん
、

闘
訓
芹
の
名
産
な
る
よ
し
を
知
る
者
な
し
と
ぞ
。
一
冗
勝
三
年
陀
拠
び

た
る
俳
人
伺
径
の
革
路
山
山
氏
、
岡
井
芹
の
何
を
減
せ
た
り
。

湯
品
川
の
蕪
問
弁
の
芹

何

Z主

年
と
り
や

按
-干
る
に
、
改
作
所
哲
紀
K
減
せ
た
る
・
延
繁
六
年
七
月
息
長
よ
り

鮒
村
名
産
の
品
々
取
調
上
申
牲
に
、
湯
涌
村
忙
作
る
か
ぶ
ら
は
長

〈
、
大
根
の
や
う
に
て
風
味
も
能
く
、
湯
涌
の
か
ぶ
ら
と
唱
へ
貨
統

五
六

仕
。
と
服
せ
た
り
。
問
弁
芹
の
事
は
所
見
な
け
れ
ど
‘
湯
涌
の
官黙と

ひ
と
し
〈
筑
紙
せ
し
放
に・

伺
盆
が
伺
に
も
針
伺
陀
た
し
た
る
な
る

べ
し
。
按
宇
る
に
・産
物
も
時
世
陀
依
り
て
袋
じ
た
り
け
ん
。
今
は
芹

は
安
江
の
産
を
名
物
と
し
・
阿
井
村
は
、
問
弁
茄
と
て
茄
子

E
名
産

と
す
。
大
た
る
長
茄
也
。
丸
茄
子
の
散
を
碍
て
も
長
茄
子
k
m宮
中'と

い
へ
り
。

金
棒
古
蹟
志
春
三
十

城

北

田

町

筋

O
認
憶
寺
坂

今
八
坂
と
も
呼
べ
り
。
昔
此
の
坂
路
の
高
に
賓
館
寺
あ
り
。
故
陀
笈

柿

m
寺
坂
と
呼
べ
り
。
按
-
ヂ
る
に
・
資
蹴
寺
は
延
箆
の
金
探
闘
を
見
る

陀
、
八
坂
松
山
寺
の
'M

K
て
、
奥
村
氏
下
邸
の
後
"
地
に
あ
り
。
元
除

九
年
血
(村
氏
今
の
来
六
図
の
地
内
た
る
邸
地
用
地
と
た
る
に
依
り

て
、
石
引
町
入
口
な
る
布
下
邸
の
地

へ
移
榔

E
命
ぜ
ら
れ
し
後
ま
で

も
、
由比脆
寺
此
の
地
に
あ
り
し
か
ど
、
奥
村
伊
抽
出
腐
邸
の
近
地
な
り

し
ゅ
ゑ
、
伊
猿
股
坂
と
も
呼
ぴ
た
り
け
ん
。
改
作
所
持
U

記
に
服
せ
た

霊
山
総
七
年
三
月
の
党
ι
背
広
、
如
v
左
見
h
だ
り
o

b
凡
1
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5旺

一
、
来
月
三
日
よ
り
五
固
ま
で
、
於
=
天
徳
院
-御
法
部
有
ν
之
に
付
.

朔
日
よ
り
五
日
ま
で
、
石
引
町

筋
よ
り
伊
強
殿
下
之
坂
井
安
易
殿

坂
、
此
雨
道
筋
、
御
郡
方
之
牛
馬
・
惣
而
百
姓
男
女
と
も
往
来
仕
問

企
部
古
蹟
志
港
三

十

数
候
。
箆
昌見
物
-
徒
出
候
俄
勿
愉
之
都
。

て
御
法
事
之
内
石
川
・加
賀
郡
十
村
乎
代
共
之
内
.
五
・
六
人
程
宛

出
し
、
石
引
町
筋
所
々

、
伊
抽
出
版
坂
安
房
殿
坂
、
此
同
道
筋
.
一人

二
人
宛
釜
山
岨
.
御
郡
方
牛
馬
来
通
り
候
も
の
は
勿
論
、
百
姓
共
相
通

り
不
v
市
桜
花
縮
可
v
仕
都
。

自
除
略
v
之。

ιA 
上

月
廿
四
日

右
先
住
を
以
御
郡
所
よ
り
申
波
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
.
安
易
殴
坂

は
今
い
ふ
蹴
坂
な
り
。
此
の
坂
は
、
天
川
昨
年
中
ま
で
も
世
人
安
易
股

援
と
呼
べ
り
。
貧
般
寺
坂
を
伊
藤
殿
坂
と
呼
ぴ
た
り
し
は
、
早
〈
共

の
名
絶
え
た
り
け
ん
。
此
の
後
は
皆
鈍
航
寺
坂
と
の
み
あ
り
て
、
伊

抽
出
殿
坂
の
名
所
見
な
し
。
さ
て
此
の
放
路
そ
の
か
み
い
と
狭
吉
道
路

な
り
し
か
ど
・
竹
部
殿
建
築
に
付
き
・
文
政
三
年
五
月
よ
り
通
行
を

指
止
め
ら
れ
、
此
の
時
期
以
餓
寺
坂
と
修
理
谷
坂
と
の
附
坂
路
を
ば
取

政
め
遊
ら
し
め
ら
れ
‘
同
年
九
月
広
務
成
し
て
‘
総
人
の
通
行
始

p

た
る
よ
し
見
ね
た
り
。
此
の
時
よ
り
今
の
如
く
成
り
た
り
と
い
へ

り。O
震
回阻
寺
蓄
寺
地




